












我々は現在迄に極小未熟児発達チェックのためのプロトコールを 2歳、3歳、就学前(6 歳)、

就学後について作成した。これは NICN の基本的情報のプロトコールと一般小児科学的診

察、神経学的診察、微細神経学的徴候、心理テストなどにより構成されている。診察に 30

分、心理テスト(WPPSI、WISC-R)に 1 時間、合計 1 時間半を要するものである。これに対

し、新生児関係者よりこのプロトコールは時間がかかり過ぎるので、心理テストを除いて

15 分位で出来るものはないのか要望が強くみられた。このために作成したのがここに掲

載する簡易版である。各検査項目は従来のテストより取ったもので、通過率などすべて標

準化されているものである。


